
 
 

大阪府立大学大学院工学研究科博士前期課程（一般）入学試験における 

平成２０年度以降の英語の成績評価について（お知らせ） 

 

試験科目群４（数理工学分野）では、平成２１年度入学試験（平成２０年８月実施分）から外部試

験結果の導入を予定しております。実施形態の概要は以下のとおりです。 
 

・  従来の筆記試験を取りやめ、外部試験結果（TOEIC, TOEFL(PBT), TOEFL(CBT),あるいは

TOEFL(iBT):Next Generation TOEFL test）を英語の成績として導入します。 
・ 出願時に、TOEIC, TOEFL(PBT), TOEFL(CBT),あるいはTOEFL(iBT)のいずれかのスコアシート

（成績証明書）を提出してください。スコアシートの有効期限については、出願時において２年と

します。 
・ TOEIC-IPおよびTOEFL-ITP等の団体特別受験制度によるスコアシートは認められません。 
・ 上記のスコアシートを出願時に提出できない場合には、提出できない理由を書いた用紙（様式

随意）を出願書類と共に提出し、筆記試験の当日（口述試験該当者は、口述試験の当日）、口頭試

問及び面接の際に、スコアシートを提出してください。 
・ さらに、筆記試験の当日（口述試験該当者は、口述試験の当日）までに、スコアシートを提出

できない場合には、その旨を口頭試問及び面接の際に申し出てください。スコアシートを提出でき

ない場合でも、受験することが出来ます。但し、スコアシートを提出できない場合には、英語の成

績評価は零点（０点）となります。 


